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●ＳＯＭＰＯホールディングスの黒田でございます。 

 本日はお忙しい中、弊社電話会議にご参加いただき、ありがとうございます。 

 

●本日開示しました、18年度中間決算および今期の通期業績予想に関して 

 数値面を中心にご説明いたします。なお、経営戦略的な面につきましては、 

 来週開催するアナリストのみなさま向け説明会において、 

 経営陣よりお話しします。 

 

●早速ですが、2ページをご覧ください。 
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●2018年度中間決算につきましては、 

 台風21号といった国内自然災害の発生損害額が大きく拡大しましたが、 

 前年度に北米ハリケーンを追い込み計上した影響が剥落したため、 

 結果として、連結経常利益は＋240億円増益の278億円、 

       連結純利益は＋202億円増益の221億円となりました。 

 

●今期の通期業績予想は、足もとの状況を反映して修正した数値を、 

 今回お示ししました。 

 新たな予想は、連結経常利益2,370億円、連結純利益で1,700億円です。 

 のちほどご説明しますが、主に、国内自然災害の発生影響を反映したこと、 

 Sompoインターナショナルの着地見通しを調整したことなどによります。 

  

●スライドにはございませんが、本日、別途開示しましたとおり、 

 これまで株主還元目的で取得してきた自己株式のすべて、 

 発行済み株式の約10％相当の消却を決定しましたので、併せてお伝えします。 

   

●4ページをご覧ください。 
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●中間決算の数値一覧です。 

 増減要因など詳細を、次のページ以降で、説明させていただきます。 

 5ページです。 



●損保ジャパン日本興亜の保険引受利益です。 

●台風21号を中心とした国内自然災害の発生損害額が、対前年比で1,216億円 

 拡大したことを主因に、△860億円減益して、584億円の赤字となりました。 

●国内自然災害を除くベースで見てみますと、 

 大口事故の発生が、この中間期は16億円程度にとどまり、 

 対前年比で131億円ほど改善したことなどから、134億円の増益となりました。 

 なお、台風21号などの支払進捗は、9月末時点では15％程度になりますが、 

 通期では9割近くまで、支払うことが可能と見ていますので、 

 通期業績には、異常危険準備金の取り崩し益が効いてくることになります。 

●6ページをご覧ください。 
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●資産運用粗利益は、＋350億円増益の653億円となりました。 

 

●純投資におけるファンド解約などによって、利配収入が上ブレしたこと、 

 それから、前年度に発生したグループ会社株式の評価損が無くなったこと、 

 などが増益の要因です。 

  

●7ページをご覧ください。 
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 ●連結経常利益です。対前年比で＋240億円増益の278億円となりました。 

 

●ご説明の保険引受利益および資産運用粗利益のほか、 

 前年度に北米ハリケーンの損害として、745億円を、前中間期に追い込み 

 計上した影響が、剥落したことを主要因とした増益です。 

 

●なお、海外グループ会社は、表記上、減益となっていますが、 

 Sompoインターナショナルの現地会計の段階において、 

 今期から無形資産などの償却を反映するようになったことによるものでして、 

 こうしたノイズを除くと実質的には増益しているということです。 

 

●連結純利益は、8ページにお示ししましたので、のちほどご覧ください。 

 9ページをご覧ください。 
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●通期業績予想の数値一覧です。 

 

●冒頭、申し上げましたとおり、期初予想から修正を行いました。 

 ポイントは次のページでご説明いたします。 

 10ページをご覧ください。 
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●連結純利益を期初予想から400億円減額しました。 

  

●主要な修正要因として、2つ説明します。 

 ・1つ目は、台風21号など国内自然災害に係る影響です。 

  発生損害額の見込み、異常危険準備金の取り崩しのほか、 

  再保険の復元保険料などを考慮しますと、 

  期初予想からマイナス191億円の見込みとなりました。 

 ・2つ目は、Sompoインターナショナルの業績修正です。 

  期初予想と、足下の環境との最大の差異は、マーケットのハード化度合い 

  ということになりますが、収入保険料を現実に即して調整したこと、 

  また、修正利益には影響しないアイテムですが、保有有価証券の時価変動 

  の影響もあり、これらを主因に130億円強、ボトムラインを修正しました。 

 

●次の11ページに、業績予想の経常利益段階でのブレークダウンを、 

 12ページに業績の進捗率、13ページに経営数値目標などを、 

 参考掲載してますので、のちほどご覧ください。それでは15ページです。 
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●ここから、損保ジャパン日本興亜の決算概況をご確認いただきます。 

 それぞれの項目について、次のページ以降で説明します。 

 

●16ページをご覧ください。 
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●正味収入保険料は、いわゆる民保計にて＋0.2％増収しました。 

  

●火災保険は、Sompoインターナショナルへの一部契約の移管、 

 傷害保険も、一部契約にて他種目への移管を行ったことが、 

 減収要因となっていまして、自動車保険は１月の値下げ影響が出た形です。 

 一方、新種保険が、引き続き好調な推移となり、これらをカバーしました。 

 特に、中小企業向けの商品が、二桁の伸びを見せています。 

  

●17ページをご覧ください。 
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●リトン損害率です。 

 

●中間期の損害率は、対前年比＋2.0ポイント上昇の60.8％となりました。 

 ご案内のとおり、火災保険を中心とした国内自然災害の影響が主因です。 

 自然災害影響を除きますと、△0.9ポイントの低下でした。 

   

●通期予想では、国内自然災害の支払の進捗に伴い、 

 対前年比で＋6.2ポイントの上昇を見込んでおります。 

 

●18ページをご覧ください  
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●アーンド・インカードベースの損害率です。 

 

●リトン損害率同様、国内自然災害の影響が上昇の主因です。 

 中間期は、対前年比＋12.1ポイント上昇の73.4％、 

  

●通期予想では、対前年比＋6.8ポイント上昇の68.5％を見込みます。 

 国内自然災害の影響が主要因と言えますが、 

 大口事故の発生損害額につきまして、相当程度、保守的に織り込んだ 

 ことも要因の一つとして付け加えます。 

 

●19ページをご覧ください。 
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●事業費率です。 

 

●中間期は、対前年比で△0.3ポイントの33.5％となりました。 

 人件費および物件費ともに、引き続き、きちんとコントロールしており、 

 計画どおりと評価しています。 

 通期予想においても、特筆すべき変更はありません。 

   

●20ページをご覧ください。 
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●ご説明した損害率および事業費率を足したコンバインド・レシオ、 

 および国内自然災害を除いたベースでも、お示ししましたので、 

 ご参考いただければと思います。 

 

●21ページをご覧ください。 
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●資産運用損益です。 

 

●中間期については、冒頭ご説明したとおりです。 

 政策株式の削減について補足しますと、 

 中間期時点で現物株の売却は552億円となっており、 

 売却額の年度計画値、1,000億円前後と比較しても、順調な進捗です。 

 なお、発行体との応諾額の状況は、既に今期の売却計画を上回る額の交渉が 

 完了していますので、引き続き、株式相場をよくウオッチしていきますが、 

 計画以上で着地することも、十二分に可能な状況ということであります。 

 

●通期予想については、足もとの環境などを踏まえ、 

 1,475億円を見込みました。期初予想から＋53億円の上方修正です。  

 

●なお、利配収入、売却損益、評価損益の詳細は次のページをご参考ください。 

 23ページです。 
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●損保ジャパン日本興亜の業績予想数値の一覧です。 

 予想の前提は次の24ページに、25ページにいつもの自動車保険関係のデータを 

 掲載していますので、併せて、のちほどご覧ください。 

 

●26ページになります。 
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●今期の最大ノイズになる国内自然災害の状況を補足します。 

 

●中間期の元受発生保険金は3,028億円、正味発生保険金は1,472億円です。 

 ご覧のとおり、元受保険金の半分以上が、 

 台風21号の影響ということになりました。 

 

●通期予想では、台風24号の10月以降の発生保険金や、冬の雪害のほか、 

 一定のバッファーを織り込みつつ、国内自然災害の正味発生保険金を 

 1,750億円で見込みました。したがって、期初予想の480億円から、 

 ＋1,270億円ほど国内自然災害予算を増額したことになります。 

 

●次のページは準備金などの参考データです。29ページをご覧ください。 
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●海外保険事業です。 

 

●中間期の修正利益は、＋624億円増益の271億円となりました。 

 前年度中間期の北米ハリケーンの追い込み計上の影響が 

 税後で見ると576億円ですので、これが剥落したことが主因と言えます。 

  

●通期予想のボトムは、期初の630億円から、540億円に下方修正しました。 

 修正の要因は、Sompoインターナショナルの業績見直しによる△68億円と、 

 トルコリラの為替影響△19億円を見たものです。 

  

●30ページは、これを地域別にブレークダウンしたもの、 

 31ページはグループ会社別のポイントですので、のちほどご確認ください。 

  

●32ページをご覧ください。 
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●海外の最大ビークルとなるＳＩの業績に関して補足します。 

 数値は、米ドルベースでお示ししています。 

 

●中間期のトップラインは、元受事業を中心に拡大しました。 

 発生保険金は、契約の拡大もあり増加しましたが、 

 社費は、トップライン増収に比較して、一定コントロールできています。 

 

●面談などにおいて、みなさまからも多数質問を受けていました、 

 マーケットのハード化の状況については、 

 業界平均で一桁台前半のプラスにとどまったと言われておりますが、 

 ＳＩでは、これを上回る、一桁台後半のレートアップを実現しました。 

 しかしながら、期初予想では、ご案内のとおり＋10％強のレートアップを 

 見込んでいたことから、足下の環境を踏まえ、トップライン成長を 

 今回調整したというのが、お示しした業績修正の骨子になります。 

 

●次のページに、ＳＩの数値データを参考記載していますので、 

 のちほどご確認ください。35ページをご覧ください。 
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●ひまわり生命の概況です。 

  

●責任準備金の入り繰りによるプラス効果などもありますが、 

 概ね計画どおりの認識です。経常利益は＋64億円増益の154億円、 

 当期純利益は＋51億円増益の94億円となりました。 

 なお、コストなどの一部が、下期に寄ることなども考慮し、 

 通期予想の変更はしていません。 

 

●次のページに、ひまわり生命の当期純利益の増減要因を、 

 修正利益に関する補足を37ページに掲載しましたので、 

 のちほどご確認いただければと思います。 

 

●39ページをご覧ください。 
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●介護・ヘルスケア事業です。 

 

●介護事業の主要指標である入居率は、引き続き改善しており、 

 中間期の純利益は＋12億円増益の22億円となりました。 

 

●入居率などのトレンドは、40ページに参考掲載しています。 

 42ページをご覧ください。 
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●ＥＳＲの状況です。特別な動きはなく、財務の健全性に問題はありません。 

 

●43ページの実質自己資本とリスク量のブレークダウンは、 

 のちほどご覧下さい。44ページです。 
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●最後に、グループベースの資産ポートフォリオのほか、 

 次のページ以降に、損保ジャパン日本興亜、ＳＩおよびひまわり生命の 

 ポートフォリオを掲載しました。のちほど、ご確認いただければと 

 思いますが、付け加えるべきような、特別な動きはありません。  

 

●以上で説明を終了させていただきます。 
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